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令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
を
５
月
14
日
（
木
）
に
和
束
町

議
会
議
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
南
山
城
村
で
議
会
議
員
選

挙
が
あ
り
、
連
合
議
会
議
員
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
議
長
・

副
議
長
の
選
任
、
常
任
委
員
会
（
総
務
厚
生
常
任
委
員
・
文

教
常
任
委
員
・
議
会
運
営
委
員
）
の
委
員
選
任
等
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
承
認
案
件
と
し
て
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
専
決
）
を
、
同
意
案
件
と
し
て
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
新

し
く
決
ま
り
ま
し
た
議
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
左
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

議　

長

岡
田　

勇　
　
（
和
束
町
）

副
議
長

杉
岡　

義
信　
（
笠
置
町
）

常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

西
岡　

良
祐　
（
笠
置
町
）

副
委
員
長

梅
本　

章
一　
（
南
山
城
村
）

藤
井　

清
隆　
（
和
束
町
）

西　
　

昭
夫　
（
笠
置
町
）

久
保　

憲
司　
（
南
山
城
村
）

岡
田　

勇　
　
（
和
束
町
）

〜
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
〜

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り
Vol.1

文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

鈴
木　

か
ほ
る　
（
南
山
城
村
）

副
委
員
長

畑　
　

武
志　
（
和
束
町
）

髙
山　

豊
彦　
（
和
束
町
）

頭
鬼　

久
雄　
（
南
山
城
村
）

田
中　

良
三　
（
笠
置
町
）

杉
岡　

義
信　
（
笠
置
町
）

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

畑　
　

武
志　
（
和
束
町
）

副
委
員
長

杉
岡　

義
信　
（
笠
置
町
）

西
岡　

良
祐　
（
笠
置
町
）

久
保　

憲
司　
（
南
山
城
村
）

梅
本　

章
一　
（
南
山
城
村
）

岡
田　

勇　
　
（
和
束
町
）

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
議
員

承
認
案
件

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
専
決
）
府
支

出
金
の
額
の
確
定
、
歳
出
の
精
査
に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
７
２
７
万
円
を
減
額
し
、
９
億
２
９
９
６
万
円
と

す
る
補
正�

承
認　

全
員
賛
成

同
意
案
件

　

監
査
委
員
の
選
任

　

梅
本　

章
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

�

同
意　

全
員
賛
成

髙
山　

豊
彦

西
岡　

良
祐

頭
鬼　

久
雄

藤
井　

清
隆

西　

昭
夫

鈴
木　

か
ほ
る

畑　

武
志

田
中　

良
三

久
保　

憲
司

梅
本　

章
一

杉
岡　

義
信

岡
田　

勇（
敬
称
略
）
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まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

物
資
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

湯
船 

Ｍ
Ｔ
Ｂ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

和
束
小
学
校
児
童
に
よ
る
ス

タ
ー
ト
コ
ー
ス
走
り
初
め

　

笠
置
町
在
住
の
中
尾
智
子
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
尾
さ
ん
は
、
様
々
な
理
由
で
家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
０
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
奈
良
県
生
駒
市
の
児
童

養
護
施
設
「
愛
染
寮
」
で
35
年
に
わ
た
り
保
育
士
と
し
て
勤

務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
と
生
活
を
す
る
な
か
で
、「
児
童
た
ち
が
施
設

に
い
る
間
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
社
会
に

出
て
困
ら
な
い
よ
う
に
」
と
自
立
支
援
に
も
尽
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
施
設
の
児
童
や
卒
寮
生
に
と
っ

て
、
親
が
わ
り
の
存
在
と
し
て
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
衛
生
用
品
確
保
が

難
し
い
中
、
こ
の
度
、

各
所
か
ら
笠
置
町
に
物

資
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ

ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取

締
役
社
長�

酒
井
良
明

様
か
ら
、
手
指
消
毒
用

ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
60
本
と

マ
ス
ク
１
０
０
０
枚
、

ま
た
、
京
都
府
南
部
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合
か
ら
、
次
亜
塩
素

酸
水
18
リ
ッ
ト
ル
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
貴

重
な
ご
寄
付
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
対
策
の
た
め
、
町
内

施
設
等
で
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

６
月
10
日
（
水
）、
和
束
小
学
校
６
年
生
児
童
13
人
が
総
合

的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
「
Ｍ
Ｔ
Ｂ
体
験
」
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
当
日
は
Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
専
門
家
で
あ
る
宮
城
義
一
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
ま
ず
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
乗
り
方
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
規
格
で
整
備
さ
れ

た
直
線
１
０
０
ｍ
の
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
の
「
走
り
初
め
」
と

な
る
試
走
を
お
こ
な
い
、
児
童
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と

走
り
た
い
」
と
新
た
な
コ
ー
ス
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
茶
茶
ち
ゃ
ん
が
登
場
し
、
地
元
区
長
さ
ん

を
は
じ
め
関
係
者
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も

お
こ
な
わ
れ
、
コ
ー
ス
の
「
走
り
初
め
」
に
花
を
添
え
ま
し

た
。

新たに整備されたコースを走る児童たち
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和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

マ
ス
ク
・
消
毒
液
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

　

６
月
５
日
（
金
）、
茶
源
郷
和
束
Ｐ
Ｒ
大
使
の
田
中
賀
鶴

代
さ
ん
と
、
池
田
祥
子
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。」
と
、
マ
ス
ク

５
０
０
枚
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
受
け
取
っ

た
町
長
は
「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
謝
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
29
日
（
金
）、
株
式
会
社
キ
ャ
ラ
イ
ノ
ベ
イ
ト

様
よ
り
抗
菌
力
の
高
い
、
銀
イ
オ
ン
水
を
使
用
し
た
除
菌
消

毒
液
40
本
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
い
た
だ
い
た
マ

ス
ク
、
消
毒
液
は
各
課

に
配
布
し
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

災
害
に
備
え
て

　

令
和
２
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
南
山
城
村
か

ら
は
手
仲
圓か

ず
よ
し容

さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
仲
さ
ん
は
、
平
成
８
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
６
月

11
日
ま
で
南
山
城
村
議
会
議
員
と
し
て
地
方
議
会
の
充
実
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
６
月
29
日
か
ら
令
和
元
年
６
月
28
日
ま

で
の
４
期
に
わ
た
り
南
山
城
村
長
と
し
て
、「
相
楽
東
部
広

域
連
合
」
の
立
ち
上
げ
に
よ
る
行
財
政
改
革
、「
道
の
駅�

お

茶
の
京
都�

み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」
を
利
用
し
た
魅
力
あ
る

地
域
振
興
の
拠
点
づ
く
り
、
て
ん
茶
工
場
建
設
を
は
じ
め
と

す
る
茶
業
振
興
対
策
事
業
の
積
極
的
な
推
進
な
ど
、
南
山
城

村
の
発
展
に
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
（
木
）、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
水
期
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
村
内
で

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
危
険
箇
所
の
現
状
を
確
認
し
、

防
災
対
策
の
検
討
や
関
係
機
関
と
の
防
災
体
制
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
関
係
機
関
と
共
に
河
川
や

道
路
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
危
険
と
さ
れ
る
箇
所
の
現
地
確

認
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
京
都
府
を
は
じ
め
、
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
防
災
体
制
の
更
な
る
構
築
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
避
難
時
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
】

　

災
害
発
生
時
あ
る
い

は
、
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
時
は
、

迅
速
か
つ
安
全
な
避
難

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

避
難
所
へ
避
難
す
る
場

合
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
、
避

難
所
で
の
検
温
や
消

毒
、
密
を
避
け
る
等
の
基
本
的
な
対
応
に
加
え
、
発
熱
や
咳

等
の
症
状
が
み
ら
れ
る
方
へ
の
対
応
も
準
備
を
し
て
い
ま
す

が
、
他
者
と
の
接
触
の
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

安
全
な
地
域
の
親
戚
や
友
人
の
家
等
へ
の
避
難
を
検
討
す

る
な
ど
、
よ
り
安
全
な
避
難
を
迅
速
に
お
こ
な
え
る
よ
う
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

林道南大河原高尾線のがけ崩れの現状を確認



5

教育

広報れんけい６月号掲載記事の訂正
広報れんけい６月号にて掲載の情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（令和元年度）の南山城村分について掲載内容に誤りがありましたので訂正します。
誤　（１）公文書の公開請求にかかるもの請求件数　個人16件　　正　（１）公文書の公開請求にかかるもの請求件数　個人18件

管
内
小
・
中
学
校
授
業
再
開

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
臨
時

休
業
に
し
て
い
た
管
内
の
小
中
学
校
が
、
５
月
27
日
（
水
）、

緊
急
事
態
宣
言
解
除
等
を
踏
ま
え
て
教
育
活
動
を
再
開
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、
少
し
緊
張
し
て
い
る

様
子
で
し
た
が
、
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
先
生

た
ち
も
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
登
校
し
ひ
と
安
心
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
少
し
ず
つ
学
校
に
活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
と
し
て
手
洗
い

や
消
毒
の
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
距
離
を
し
っ
か
り
確
保

す
る
等
、
３
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
を
避
け
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
と
し
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、
新
し
い
生
活

様
式
の
も
と
に
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
教
育
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策
〜「新しい生活様式」を踏まえた家庭での取組〜

　新型コロナウイルス感染症から子供たちを守り、お子様が安心・安全な学校生活を送ることが出来るよう、ご家
庭においても「新しい生活様式」を踏まえた取組にご協力をお願いします。
１　毎日の健康観察
　・毎日、登校前にお子様の健康観察（発熱や風邪症状の有無の確認）を必ずおこなう。
　・発熱等の症状がある場合は、自宅で休養させる。
　・感染がまん延している地域は、学校からの依頼に基づき、同居のご家族に発熱等の風邪症状がみられる場合に
は、登校を控える。

２　手洗いの励行
　・家に帰ったらまず手や顔を洗う。
　・手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う。
　　（手指消毒薬の使用も可）
３　咳エチケットの徹底
　・咳、くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえる。
４　３密の回避（密閉・密集・密接）
　　人と集まる時や外出する際には、次のことに気を付けてください。
　○「密閉」の回避
　　・こまめな換気
　　　�　気候上可能な限り常時おこない、困難な場合はこまめに（30分に１回以

上、数分程度、窓を全開する）２方向の窓を同時に開けておこなう。
　○「密集」の回避
　　・身体的距離の確保
　　　　飛沫感染を防ぐため、できるだけ人と人との距離を確保すること。
　○「密接」の回避
　　・マスクの着用
　　　�　外出する時は、できるだけマスクを着用する。ただし、気温や湿度が高く、

気分が悪い場合や、熱中症になりそうな場合には、マスクを外す。
　　　　室内でも家族以外の人と交流する際はマスクを着用する。
５　抵抗力を高める
　　　免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がける。

　　�　学校生活の中でいかに感染防止を徹底しても、仲の良い友人同士の家庭間の行き来や家族ぐるみの交流を
通じて感染が拡大してしまうと、学校全体の教育活動が出来なくなってしまうことがあります。特に会食の際
には、対面を避けるなど、「新しい生活様式」を参考にして工夫していただき、感染が広がらないようにご配
慮をお願いします。

� 作成：文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課

給食の様子
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保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
64
　
親
指
の
痛
み

　

使
い
す
ぎ
や
加
齢
に
伴
う
関

節
の
変
化
を
変
形
性
関
節
症
と

い
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
歯
車

が
経
年
変
化
で
痛
ん
だ
状
態
だ

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
テ
レ
ビ

の
宣
伝
効
果
で
、
膝
の
関
節
が

変
形
す
る
こ
と
は
、
世
の
中
に

広
く
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
変
形
す
る
の
は
、
膝
の
関

節
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手

指
の
関
節
も
変
形
す
る
の
で

す
。

　

手
の
親
指
の
付
け
根
に
痛

み
を
感
じ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
手
の
親
指
の
付
け
根
の

関
節
は
、
親
指
を
外
に
広
げ
た

り
、
手
の
ひ
ら
に
持
っ
て
き
た

り
と
広
い
可
動
域
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
広
い
動
き
を
担
う

分
、
日
常
生
活
や
仕
事
で
の
負

担
が
親
指
の
付
け
根
に
多
く
か

か
り
ま
す
。
そ
の
為
、
手
指
の

関
節
の
中
で
親
指
の
付
け
根
の

関
節
（
母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
と
い
い

ま
す
）
が
最
も
減
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
の
症
状

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開

け
る
動
作
や
フ
キ
ン
を
絞
る
動

作
で
の
疼
痛
で
す
。
ま
た
、
お

盆
を
持
つ
時
や
ズ
ボ
ン
を
引
き

上
げ
る
時
に
も
痛
み
を
感
じ
ま

す
。
家
事
は
と
て
も
手
に
負
担

を
か
け
る
の
で
、
40
歳
代
以
降

の
女
性
に
母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症

は
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
力
仕
事
や
手
の
怪
我
を
し

た
こ
と
の
あ
る
人
や
生
ま
れ
つ

き
関
節
が
緩
い
人
は
若
く
て
も

発
症
し
ま
す
。

　

診
断
は
、
母
指
の
付
け
根
の

圧
痛
、
不
安
定
性
の
確
認
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
で
の
変
形
の
確
認
で

お
こ
な
い
ま
す
。
似
た
症
状
を

引
き
起
こ
す
腱
鞘
炎
や
関
節

リ
ウ
マ
チ
と
の
鑑
別
も
重
要
で

す
。

　

治
療
は
、
関
節
変
形
の
程
度

に
応
じ
て
お
こ
な
い
ま
す
。
軽

度
の
変
形
で
あ
れ
ば
、
湿
布
な

ど
の
消
炎
剤
で
痛
み
を
抑
え

て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
テ
ー
ピ
ン

グ
に
よ
り
関
節
の
安
静
で
症
状

は
改
善
し
ま
す
。
重
症
の
変
形

で
あ
れ
ば
関
節
内
に
注
射
を
お

こ
な
っ
た
り
、
手
術
に
よ
り
関

節
を
作
り
変
え
ま
す
。
軽
症
例

で
も
重
症
例
で
も
、
症
状
を
悪

化
さ
せ
る
動
作
を
避
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

親
指
の
付
け
根
に
痛
み
を
感

じ
、
日
常
生
活
が
不
自
由
に

な
っ
た
と
感
じ
始
め
た
ら
、
一

度
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

も
ろ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク諸

井
慶
七
郎

献血のおしらせ
〜あなたのやさしさ待っています〜

新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料の減免

日時・場所　７月17日（金）
　　　　　　午前10時15分～11時45分　つむぎてらす
　　　　　　午後１時45分～３時45分　笠置町役場
献血できる方　�男性17～69歳、女性18～69歳で男女とも体重

50kg以上の方
　　　　　　※�65歳以上の方の献血については、献血いただ

く方の健康を考慮、60～64歳の間に献血経
験がある方に限ります。

　　　　　　※�輸血や臓器の移植をうけたことのある方はご
遠慮ください。

持　ち　物　献血カードまたは免許証など本人確認ができるもの
問　合　せ　笠置町保健福祉課　☎0743・95・2301（代表）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程度収入が減少された世帯の被保険者等に対して、保険税
（料）を免除または減額する制度があります。なお、申請・相談は各町村窓口で受け付けております。

◦相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～
午後０時30分　

診療時間 午前９時～　　

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セ
ンターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
８月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
８月� 2日（日） 内科
　　� 9日（日） 内科・小児科

　　　　10日（月・祝） 内科
　　16日（日） 内科・小児科
　　23日（日） 内科・小児科
　　30日（日） 内科

※７月分については広報れんけい６月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
☎0774・73・9988（直通）

問合せ
【国民健康保険】笠置町税住民課　☎0743・95・2301（代表）
 　　　　　　� 和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）
 　　　　　　� 南山城村保健福祉課　☎0743・93・0104（直通）
【介護保険】　� 笠置町保健福祉課　☎0743・95・2301（代表）
 　　　　　　� 和束町福祉課　　☎0774・78・3006（直通）
 　　　　　　� 南山城村保健福祉課　☎0743・93・0104（直通）
【後期高齢者医療】笠置町保健福祉課　☎0743・95・2301（代表）
 　　　　　　� 和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）
 　　　　　　� 南山城村保健福祉課　☎0743・93・0104（直通）

【保険税（料）の減免の対象となる方】
①　�新型コロナウイルス感染症により、主た
る生計維持者が死亡、または重篤な傷病
を負った場合⇒保険税（料）を全額免除

②　�新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者の収入減少（※）が見
込まれる場合⇒保険税（料）の一部を減
額

（※）�具体的な収入減少等の要件については
各町村窓口へ問合せください。
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

使
用
済
み
マ
ス
ク
等
の
捨
て
方

◇�
令
和
２
年
度｢

府
民
防
犯
の
日｣

等
に
お
け
る
取
組
の
推
進

◇
水
辺
の
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

　

京
都
府
で
は｢

京
都
府
犯
罪
の
な
い
安
心･

安
全
な
ま

ち
づ
く
り
条
例｣

に
基
づ
き
、
府
民
の
防
犯
意
識
の
向
上

と
府
民
参
加
の
取
組
に
よ
る
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
毎
年
７
月
10
日
を｢

府
民
防

犯
の
日｣

に
指
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
日
か
ら
10
日
間
を｢

府
民
防
犯
旬
間｣

と
し
て
、
犯
罪
の
な
い
安
心･

安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
集
中
的

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

木
津
警
察
署
は
、
自
治
体
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
安
全
に
関
す
る
活
動
を
実

施
し
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に｢
防
犯
意
識
」

を
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
一
般
的
に
子
ど
も
は｢

静
か
に｣

溺
れ
ま
す
の
で
、
子

ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
大
変
危
険
で
す
。
子
ど
も
か
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
川
は
上
流
の
天
候
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
、
安
全

と
思
わ
れ
る
場
所
で
も
急
に
増
水
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
天
候
が
悪
い
と
き
、
体
調
が
悪
い
と
き
の
遊
泳
、
飲
酒

し
た
と
き
の
釣
り
や
遊
泳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。(

飲
酒

し
て
い
た
水
難
者
の
80
％
以
上
が
死
亡)

・
釣
り
や
ボ
ー
ト
等
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
川
で
の
水
難
者
が
約
40
％
、
海
で
の
水
難
者
が
約
50
％

で
す
。

※
ご
み
は
い
っ
ぱ
い
に

　

な
る
前
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

※�

石
鹸
を
使
っ
て
、
流
水
で
手
を
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

※�

ご
み
は
空
気
を
抜
い
て
か
ら

し
っ
か
り
縛
っ
て
出
し
ま
し�

ょ
う
。
万
が
一
、
ご
み
が
袋

の
外
面
に
触
れ
た
場
合
は
、

ご
み
袋
を
二
重
に
し
て
く
だ

さ
い
。

①�

ご
み
箱
に
ご
み
袋
を
被
せ
、
い�

っ
ぱ
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

③�

ご
み
を
捨
て
た
後
は
し
っ
か
り
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う

②�

ご
み
が
直
接
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
縛
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
に
感
染
し
た
方
や

そ
の
疑
い
が
あ
る
方
が
ご
家
庭
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
、
鼻

水
等
が
付
着
し
た
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み
を
捨
て

る
際
は
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
点
に
気
を
付
け
て
ご
み
を
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
家
族
に
と
っ

て
も
、
ご
み
を
収
集･

処
理
す
る
作
業

員
に
と
っ
て
も
、
ご
み
の
円
滑･

安
全

な
収
集･

処
理
を
お
こ
な
う
上
で
大
切

な
行
動
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

７
月
21
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）
は
夏
の
交
通
事
故
防
止
府

民
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

笠
置
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
周
知
や
、
国
道
沿
い

に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
、
７
月
21
日
（
火
）、
午
前
７
時
30
分
か
ら
８

時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
、
夏
の
交
通
事
故

防
止
府
民
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
啓
発
、
電
光
掲
示

板
で
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主　

催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　

�

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
和
束
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
・
南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

 
「
ゆ
ず
り
合
う

 　

ゆ
と
り
で
走
る

 　
　
　
　
　

新
時
代
」
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おしらせ

日　

時　

７
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合

　
　
　
　

�

和
束
川
、
和
束
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

周
辺
等
の
散
策

雨
天
時　

�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
内
で
和

束
の
生
き
物
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
や

標
本
を
見
ま
す
。

内　

容　

�

初
夏
の
和
束
川
周
辺
の
生
き
物
や
和

束
町
内
に
生
息
す
る
夏
鳥
、
田
ん
ぼ

の
生
き
物
、
身
近
な
野
草
の
観
察
な

ど
を
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に

和
束
に
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
い
る

か
し
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
加
料　

無
料

対　

象　

�

小
学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

定　

員　

�

20
人
（
先
着
順
）。
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
、当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

持
ち
物　

�
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
携
帯
電
話
・
デ
ジ
カ
メ
・
双
眼

鏡
・
ル
ー
ペ
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

�

屋
外
で
の
活
動
に
な
る
の
で
熱
中
症

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
束
町
第
４
回
自
然
観
察
会
の
案
内

講

　座

講

　座

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

７
月
６
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

７
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

７
月
11
日
（
土
）

実
施
日　

７
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

橋
本
六
臂
さ
ん
（
陶
芸
家
）

対
象
者　

�

３
町
村
在
住
・
在
勤
者
（
18
歳
以
上
・

高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

参
加
費　

７
０
０
円
（
焼
成
費
込
み
）

　
　
　

※
当
日
徴
収

持
ち
物　

�

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
等
（
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
で
）

申
込
期
間　

７
月
６
日
（
月
）
～
15
日
（
水
）

※
土
日
祝
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、今
後
の
状

況
に
応
じ
て
、変
更
、ま
た
は
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
お
電
話
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

『
第
１
回
陶
芸
教
室
』

実
施
日　

７
月
９
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館�

２
階
ホ
ー
ル

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

８
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

　
　
　

※�

８
人
以
上
の
場
合
は
２
回
講
座
と
な

り
ま
す
（
参
加
希
望
者
に
は
、
開
催

時
間
を
後
日
連
絡
し
ま
す
）。

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象
者　

�

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
15
人

参
加
費　

１
１
０
０
円
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

講　

師　

�

特
殊
篆
刻
家�

邦
庵
さ
ん
（
二
級
印

章
彫
刻
師
）

申
込
期
間　

７
月
13
日
（
月
）
～
22
日
（
水
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

日　

時　

７
月
10
日
（
金
）
～
22
日
（
水
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
昔
の
湯
船
小
学
校
」

内　

容　

�

今
回
は
、
湯
船
小
学
校
創
立
時
か
ら

の
沿
革
と
平
成
３
年
頃
ま
で
の
校
舎

風
景
、
学
校
行
事
等
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
時
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
邦
庵
流 
石
の
は
ん
こ
塾
』

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」

日　

時　

７
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

　
　
　
　

８
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

�

聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
と
そ
の
ご
家

族
、
子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
ご
家
族
、
聞
こ
え
に
く
い

両
親
や
聞
こ
え
る
兄
弟

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

�

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64)

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

　
　
　
　
　

nanbu-nanchoyoji@kyoto-chogen.or.jp

催

　し

催

　し

和
束
町
史
編
さ
ん
室

京
都
府
委
託　

南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

『
写
真
展
示
』の
案
内

相

　談

相

　談

実
施
日　

７
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※�

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

申　

込　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

　
　
　
　

�

和
束
町
史
編
さ
ん
室
に
つ
な
が
ら
な

い
場
合
は
教
育
委
員
会
ま
で

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

ご寄付ありがとうございました「笠置町ふるさとづくり基金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏名：岩田陽一郎様　　住所：愛知県名古屋市　　寄付金額：500,000円
　お寄せいただいた寄付金は地域の経済活性化等に有効利用させていただきます。
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おしらせ

実
施
日　

７
月
27
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

７
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
20
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

�

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
予
約
は
７
月
17
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

　南山城村では、京都府や関係団体と共に令和２年２月からデマンド交通（予約型運行）による村内全域と
JR木津駅西口への移動サービスの実証実験をおこなっています。
　既存のバス交通では、地域のニーズに対応できない状況が続い
ており、村内でも課題である移動弱者を支援するため、また今後
を見据え、今のうちに新たな移動スタイルを確立してもらえるよ
う検証しています。
　８月31日（月）までは無償で村内全域やJR木津駅西口への移
動サービスをご利用いただけます。
　詳しくは広報れんけい６月号の折り込みチラシをご覧ください。

新交通事業で新たな移動のスタイルを（南山城村）

そ
の
他

そ
の
他

　

広
報
れ
ん
け
い
４
月
号
の
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た｢

令
和
２
年
度
府
民
相
談
日｣

の
う
ち
、

７
月
16
日
に
開
催
予
定
と
し
て
い
た
人
権
特
設

相
談
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
相
談
に
つ
い
て
お
問
合
せ
を
す
る
場
合

は
、
左
記
窓
口
に
て
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

窓　

口　

み
ん
な
の
人
権
相
談
１
１
０
番

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０･

０
０
３･

１
１
０

　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
番
号
）

受
付
時
間　

�

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
ま
で

　

尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後

の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
５
月
21
日
以
降
の
相
談

に
つ
い
て
も
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
木
津
地
域

総
務
防
災
課

令
和
２
年
度
府
民
相
談

７
月
の
人
権
特
設
相
談
の
中
止
に
つ
い
て

実
施
日

場　

所

７
月
17
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

　
　

31
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

※�

以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

７
月
15
日
（
水
）

東
部
集
会
所

　
　

21
日
（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

　
　

31
日
（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

７
月
７
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場�

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

京都府

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体

制
で
お
応
え
し
ま
す
。

※
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と

年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お

住
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

救
急
・
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
直
通
）
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

72･

０
０
５
１

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４･

72･

８
５
１
３

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏名：青柳智之様　　住所：山口県宇部市　　寄付金額：20,000円　　氏名：匿名　　住所：京都市　　寄付金額：100,000円

乗車時の様子
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おしらせ

農村宿泊体験（農泊）7月の状況

問合せ　京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎：0774・78・3396　担当：下村・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

　いつも農泊へのご協力ありがとうございます。
　2020 年度の受入について、先日いただきました
受入家庭のみなさんからのご意見を参考にしなが
ら、また各関係機関や、他の農泊受入地域とも連
携しながら、慎重に判断したいと考えております。
　動きがありましたら、すぐに共有させていただ
きたいと思いますので、よろしくお願いいたしま
す。

　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織
した「京都やましろ体験交流協議会」では、子ど
もたちや海外の方々と農村のありのままの生活を
共に送る、「農泊事業」を進めています。いっしょ
にごはんを作り、食べ、お茶を急須で淹れて飲み、
話し、家族のように過ごしていただきます。少しで
も受入にご興味をお持ちいただいた、笠置町・和
束町・南山城村のみなさま！事務局が全力でサポー
トいたします。お気軽にご連絡ください。

ペットボトル
　出せるもの（一例）
　　　ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
　出せないもの（一例）
　　　�ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容

器等、ペットボトルマークのついていないものは、
プラスチック製容器包装に出してください。

ペットボトルの出し方

出す時の注意
◎�出すときは袋などに入れずステーションに設置してある
ペットボトル専用袋に入れてください。
◎PETのマークが付いているものを出してください。
◎中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎�キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装とし
て出してください。
◎たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないでください。
◎処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出してください。

ペットボトル収集日
　　笠置町　　毎月　第１火曜日の翌日
　　和束町　　毎月　第２火曜日
　　南山城村　毎月　第４月曜日

ごみの出し方に関する問合せ
　　笠置町税住民課　　　　☎0743･95･2301（代表）
　　和束町農村振興課　　　☎0774･78･3008（直通）
　　南山城村産業観光課　　☎0743･93･0105（直通）

受け入れ時の様子
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図書室だより

★Pick�UP�★
「たまたまたまご」
内田麟太郎 ／ 著

目標１貧困をなくそう

目標 2飢餓をゼロに

目標 3すべての人に
健康と福祉をに　　

目標 4質の高い教育
をみんなに　　　　

目標 5ジェンダー平等
を実現しよう　　　　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
情
報
発
信
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

（ 

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

　森の中にとつぜんあらわれ
た、とんでもなく大きいたま
ご。いっただれのたまごなの？
ゴリラ、ワニ、ダチョウがいっ
しょうけんめいかんがえてい
ると、森一ばんのものしりの
ゾウが「これはきょうりゅう
のたまご」といいました。す
ると、たまごがかえって…。

今月の新着図書
町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠�置�町

一般書

ダーク・ブルー 真保裕一

発注いただきました ! 朝井リョウ

誘拐屋のエチケット 横関大

児童書

ロウリーのいい子日記 ジェフ・キニー

ゆりの木荘の子どもたち 富安陽子

プラスチックモンスターをやっつけよう ! クレヨンハウス編集部

和�束�町

一般書

逆ソクラテス 伊坂幸太郎

殿、それでは戦国武将のお話をいたしましょう�貝原益軒の歴史夜話 山崎光夫

片づけの解剖図鑑 鈴木信弘

児童書

たまたまたまご 内田麟太郎

えんそくのおばけずかん�おいてけバスガイド 斉藤洋

でんにゃ 大塚健太

南山城村

一般書

流人道中記 浅田次郎

ねことじいちゃん⑥ ねこまき

40℃超えの日本列島でヒトは生きていけるのか 永島計

児童書

こども六法 山崎聡一郎

ねずみくんはめいたんてい なかえよしお

らくごえほん�千両みかん 野村たかあき

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
国
際
目
標
で
世
界
す
べ
て
の

国
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
を
大
き
く
17
に
ア
イ
コ
ン
化
す
る
こ
と
で
分
か
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち

は
そ
の
た
め
に
も
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
協
力
し
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）
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☎
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７
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４
・
72
・
９
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５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

住　

所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より 南山城村図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　７月26日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター１階ホール
☆�青少年読書感想文コンクール課題図書や読書感想文に
おすすめの本を展示・貸出しています。

　ぜひご利用ください。

☆�青少年読書感想文全国コンクール課題図書は、
小学校から高等学校の部まで揃えています。
　ぜひご利用ください。

図書室の連絡先
　笠置町図書室　　　　　　　　　☎ 0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室　☎ 0774・78・4013
　南山城村図書室　　　　　　　　☎ 0743・93・0522

世
界
を
変
え
る
た
め
の
17
の
目
標

－

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

マ
ー
ク
の
意
味
や
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
！
第
１
回
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人口・世帯数
（令和２年６月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
℻0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
℻0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
℻0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,817人　
世帯数 1,703世帯

（0）
（0）

人　口 1,265人　
世帯数   635世帯

（減4）
（0）

人　口 2,622人　
世帯数 1,221世帯

（減6）
（0）

編
集
・
発
行
　
相
楽
東
部
広
域
連
合

〒
619-1205 京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
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7
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4
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0
　
℻
0
7
7
4
-7
8
-0
1
2
1

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40

　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

【所在地：和束町大字湯船小字籔田】

　ワールドマスターズゲームズ2021関西のマウンテンバイク
競技会場となっている、湯船MTB LANDから車で数分の場所
にある、バーベキュー場です。湯船地区が誇る豊かな木々に囲
まれ澄んだ空気の中、夏場には涼を求めて多くの家族連れで賑
わいます。眼前を流れる杉山川は浅く、小さなお子様でも安心
して水遊びを満喫できます。春先はコロナウイルスの影響で外
出が難しかったですが、これから夏本番を外出できる機会も増
えてくることと思います。屋外の開放的な雰囲気の中、ご家族
そろって思いっきり楽しんでください。

和束町いいところめぐりまち・
　　むら

　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して、魅力ある圏域をめざして取り組んでいます。
　今回は伊賀市・山添村の一押し商品などを紹介します。

伊賀市 IGAMONOオンラインストア 山添村 からす天狗のてんまる 抱きまくら

水と歴史でつながる伊賀・山城南・東大和

　「伊賀組紐」や「伊賀焼」などの工芸品から、「伊賀牛」や
「有機野菜」などの生鮮食品、伊賀名産の酒・飲料・「かたや
き」などの菓子・加工食品・ライフスタイル商材まで幅広
く、冷凍・冷蔵・常温の温度帯別発送が可能です。ぜひこ
の機会に　「伊賀の風土と暮らしがひそかに育んだ伊賀流逸
品」を豊富に取り揃えたオンラインストアをご覧ください。
問合せ　伊賀ブランド振興会「オンラインストア」
　　　　　☎0595・21・0510
ＵＲＬ　https://shop.igamono.org/

　山添村のマスコットキャラクターで
ある「てんまる」をモチーフとした抱
きまくらは、試行錯誤を重ね、約１年
間かけて商品化されました。
　現在、山添村ふるさと納税の返礼品
をはじめ、山添村観光協会、神野山「み
どり屋」、製造元のやまと産業株式会社
のホームページ（下記ＱＲコード参照）

で購入することができます。
　ふわふわで抱き心地の良い抱きまくらは、見た目でも手
触りでもひと時の癒しを与えてくれます。
問合せ
　山添村観光協会　　　☎0743・85・0081
　神野山観光協会　　　☎0743・87・0285　
　やまと産業株式会社　☎0743・87・0066
ＵＲＬ　https://www.ya-mat.jp/lp-tenmaru/


